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 一般的な現在完了形と過去形の使い分けについては Teleman et al. ed.(1999: 234-235) に
詳しい。山下(1990: 200-202)は現在完了形が用いられる場合について以下のように述べて 
                                                        
1 スウェーデン語はインド・ヨーロッパ語族のゲルマン語派に属する言語で、デンマーク語、ノルウェー
語などとともにノルド語を形成する。現在スウェーデン王国、フィンランド共和国の公用語であり、話者
人口はおよそ 850 万人である。 
 スウェーデン語は SVO 型の屈折語であるが、ドイツ語などと同じく平叙文では動詞が文の 2 番目の位
置に来るという文法規則がある。表記に用いられる文字はラテンアルファベットであるが、英語で使われ
る 26 文字のほかに Å、Ä、Ö の 3 文字が使われる。 
 母音音素は/         ± /その長母音が、子音音素は/            % & 1  X F     





不定の 5 つの法、能動、受動、中動の 3 つの態がある。なお Holmes&Hinchliffe(1994)、Viberg et al.(1991)
などの文法書では完了形も時制の 1 つに含めている。 
2 現在完了形は「持つ」を意味する動詞 ha の現在形 har と動詞のスピーヌム(supinum: 英 supine)とによっ





3 過去形は規則動詞の場合、動詞語幹に-de / -te / -dde を付すことにより作られる。不規則動詞は動詞語幹
の母音交代により過去形が作られる場合が多い。以下に例として代表的な動詞の不定形、過去形、スピー
ヌム、英訳を順に挙げる。 
 e.g. tacka : tackade : tackat : to thank 
  lässa : läste : läst : to read 
  bo : bodde : bott : to live 
  sitta : satt : suttit : to sit 
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いる。 
(1) Teleman et al. ed.(1999)の分類基準【Teleman et al. ed.(1999: 234-235)を要約、和訳は筆者】 
a) 発話時点を含む副詞語句がある場合→現在完了形 
b) 過去の一時点が文脈で、あるいは文中の副詞語句により明示されている場合→過去形 
c) 上記 2 条件にあてはまらない場合で、過去の行為が現在への影響を残しているとき→現在完了形 
 
(2) 山下(1990)の現在完了形の用法に関しての記述【山下(1990: 200-202)を要約】 
①完了、結果、経験、継続の意味を持つとき ： (1)-c)に相当 
②現在とつながっている副詞語句を持つ文で ： (1)-a)に相当 













(3) De   var   kanske  kusiner. 
   they  be-PRET.   maybe    cousins 





パス Språkbanken から得た。Språkbanken はスウェーデンのイェーテボリ大学が 1975 年に
設立したコーパスであり、筆者が調査を行った時点では総語数は約 1億2000万語であった。
本稿では Språkbanken 内で最も総語数の多い Press97 を使用した。Press97 はスウェーデン
で発行されている新聞の 1997 年の記事を集めたコーパスで、1998 年に完成した。総語数
は約 1190 万語、異なり語数は約 45 万語である。 
                                                        
4 例文には対応する英語をグロスとして付す。省略記号については以下を参照。例文の出典は【 】内に示した。例
文の日本語訳は全て筆者による。 
DET.：名詞の定形(determinal) GEN.：所有格(genitive) NEUT.：中性(neutral) PRET.：過去形(preterite) 
SUP.：スピーヌム(supine) 
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3.2. 例文収集の方法 




③ 表の順に動詞を 1 つずつ取り出し、その動詞の過去形と推量の副詞 kanske6が
ともに含まれている文を Press97 から収集した。 
④ 同様に、その動詞の現在完了形と kanskeがともに含まれている文を収集した。 
⑤ 得られた例文のうち以下の条件に当てはまる文のみを分析の対象とした。 










(4) Under  80-talet  fanns   kanske  inte  den  moralen  lika  tydligt. 









(5) 現在完了形・過去形の選択に影響する優先条件 1 
過去一時点を表す副詞語句による過去形の選択 ＞ kanskeによる現在完了形の選択 















(6) Kanske  har  jag  gjort   ett   riktigt   fynd    när  jag  betalade  20. 




 例文(6)では när 節（英語の when 節に相当）により過去の一時点が明確に示されている
のにもかかわらず過去形ではなく現在完了形が用いられている。これは一見すると 2. 1.で
挙げた Teleman et al. ed.(1999: 234-235)の b)の記述と矛盾する文に見える。しかし例文(6)は、
話者がいい本を求めて次から次に本を買っている場面での発話である。話者は 20 クローナ






(7) 現在完了形・過去形の選択に影響する優先条件 2 




(8) 現在完了形・過去形の選択に影響する優先条件 3（1 と 2 の総合） 
現在完了の用法① ＞ 過去の一時点を表す副詞語句による過去形の選択 










                                                        
7文脈により過去の一時点が明示されている場合も含む。 
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表 1 過去形を選択している文の多い動詞とその例文数 
動詞（意味） 過去形の文の数 現在完了形の文の数8 
vara（～である） 295 30 
ha（持っている） 24 4 
finnas（ある） 11 1 
bero（依存する） 10 1 
tycka（思う） 6 0 
ligga（ある） 4 0 
 
(9) Kanske  hade  han  ett  vapen  också. 
     maybe  have-PRET.  he  a-NEUT.  weapon    too 




ある。スウェーデン語の動詞のアスペクトの分類については Teleman et al. ed.(1999: 
323-358)に従った。その分類基準は以下【表 2】に示したとおりである。 
 







































                                                        
8 これらの動詞が現在完了形を選択している場合は、現在完了の用法①、②に該当している。 
スウェーデン語における完了と過去の使い分けについて 












 コーパス Press97 から得られた 702 例の文を分類したものが以下の【表 3】である。なお、
















   YES           NO 
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表 3 全例文の分類（かっこ内の数字はコピュラ動詞 vara の例文を除いた全 377 例の分類） 
分類条件 《条件 1》 
YES NO 
  《条件 2》 
YES NO 
















持つ動詞 vara の例文が 325 例（全例文のおよそ 46%）もあり、vara が状態アスペクトを持
つためである。 
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